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「国語科の授業における言語活動
の実際とその課題」 
             （中村 和弘） 



  国語科学習の基本デザイン 

 戦後 機能的リテラシー 

 「書物の選択力や、読みとった観念を実生活の上に 

 利用する積極的な能力」の不足の指摘（輿水実） 

 昭和４０年代以降 能力主義 

 現実の「生活内容」を排除して、技能や能力を絞り基本 

 事項を精選し系統化する 

 現在 「生きる力」「日常生活・社会生活」 

 「実生活の様々な場面における言語活動を具体的に  

 内容に示す」（「国語科改定の趣旨」） 

 



   国語科学習指導要領の構造 

 教科として全体の目標 

 国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、
伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力及び言
語感覚を養い、国語に対する関心を深め国語を尊重
する態度を育てる。 

        ↓ 

 ２学年ごとの【目標】 

 「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の各領域ご
との示される 

        ↓ 

 ２学年ことの【内容】 
 各領域ごとに（１）「指導事項」と（２）「言語活動例」が 

 具体的に示される  

 

           

 



ア経験したことや想像したことなどから書くことを決め，書こうとする題 

 材に必要な事柄を集めること。 

イ自分の考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成を 

 考えること。 

ウ語と語や文と文との続き方に注意しながら，つながりのある文や文 

 章を書くこと。 

エ文章を読み返す習慣を付けるとともに，間違いなどに気付き，正す  

 こと。 

オ書いたものを読み合い，よいところを見付けて感想を伝え合うこと。 

 

ア想像したことなどを文章に書くこと。 

イ経験したことを報告する文章や観察したことを記録する文章
などを書くこと。 

ウ身近な事物を簡単に説明する文章などを書くこと。 

エ紹介したいことをメモにまとめたり，文章に書いたりすること。 

オ伝えたいことを簡単な手紙に書くこと。 

「書くこと」低学年の指導事項と言語活動例 
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    言語活動ベースの国語科の授業  

 －言語活動例を通して指導事項を教える－ 

 国語科の学習デザイン 

    ＝活動することを通して、言葉の力を高める 

 

課題・活動には取り組むが指導事項が身について  

    いない／言語活動が一律化される 

指導事項 

言語活動 

リアリティのあ
る言語活動が
設定される 

もっている力を
発揮して活動
に取り組ませる 



 話しかた 

 聞きかた 

 書きかた 

 読みかた 

  目的意識 

 相手意識 

 場面意識 

 方法意識 

 評価意識 

  言語行動 
  言語意識 

「リアルな言語行為」としての言語活動を通
して学ばせる（「文脈」「状況」を重視する） 

言
語
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為 

思考力 

判断力 



 リアリティのある言語活動の陥穽 

 －どんな言葉遣いにすればいいか－ 

相手に失礼のないよう、文の終わりは「です」
「ます」にそろえます。 

友だちなど、身近な人には、親しい言葉づか
いでもいいですね。 

「この相手だからこのように書く」は誰しも諒
解できること（できていること）か？ 

諒解できていないことが、（文脈や状況が重視されて
いる分）学習のつまずきの要因になるのではないか 

「どんな言葉遣いにすればいいか」をどう教えるか 



  「話し言葉」と「書き言葉」 

 その特徴に合わせて、適切に使いましょう 

 比べてどのような違いがあるか話し合いましょう 

 話し言葉では… 書き言葉では… 

 

 
言葉を使うときには、自分の気持ちや考えを一方
的に伝えるのではなく、相手の立場や気持ち、相
手がどのように受け取るかということを考えること
も大切です 

  話し言葉と書き言葉について５年生の児童に 

      何をどう教えればよいか？ 



「いちねんせいにっき」５月 「絵」から「言葉」へ 



「いちねんせいにっき」７月 「話し言葉」による文章へ 



話しことば 話しことば 

書きことば 書きことば 

（一次的ことば） （二次的ことば） 

「先生のあのさあ」 

「ねえねえ、聞いて」 

～して楽しかったです。 

「○○をしませんか」 

スピーチ、話し合い おしゃべり、会話 

私は～だと思いました。 

日記、作文、ノート 

「○○だと思います」 

先生あのね、 

りさね、楽しかったよ 

先生、あのね 

表現活動の工夫 
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   話すように書くことを経由して、書き言葉を習得していく 



個々人の言語活動ベースの国語科学習可能性の拡大へ 

       まとめとして 
 言語活動を通して、文脈や状況に即して日本語
を適切に使う（目的や相手、場面に応じて使う） 

 どうして、その相手にはそういう書き
方がよいのか 

 どうして、話し言葉を使うときにはそう
いうことを気をつけたほうがよいのか 
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×こういう相手にはこう書きます→では、書いてみましょう 

児童の実態 教師の専門性 

↑ ↑ 

指導法の工夫 


